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１．「平成１４年度 建設技術報告会」開催概要

１）名称
「平成１４年度 建設技術報告会」

２）開催目的
北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁及び民間の建設会社において、新

たに研究開発された新技術、新工法等を報告することにより、研究開発技術の普及を図る事を目
的に開催する。

３）開催日時
平成１４年１０月１７日（木） ９：３０～１７：００

○ 開会挨拶 ９：３０～ ９：４０
○ 記念講演 ９：４０～１０：４０
○ 技術報告 １０：５０～１６：５０
○ 閉会挨拶 １６：５０～１７：００

４）会場
ボルファートとやま 富山市奥田新町８１番地
（第一会場：琥珀の間 定員360名、第二会場：珊瑚の間 定員210名 計570名）

５）実施体制
この報告会は、北陸地方建設事業推進協議会の活動の一環として、関係諸団体で構成した

「平成１４年度北陸地方建設事業推進協議会『建設技術報告会』実行委員会（実行委員長：
北陸技術事務所長）」の主催で実施した。

（主催構成機関）
・北陸地方整備局
・新潟県
・富山県
・石川県
・日本道路公団北陸支社
・（社）新潟県建設業協会
・（社）富山県建設業協会
・（社）石川県建設業協会
・（社）日本土木工業協会北陸支部
・（社）日本道路建設業協会北陸支部
・（社）日本建設機械化協会北陸支部
・北陸土木コンクリート製品技術協会
・（社）プレストレスト・コンクリート建設業協会北陸支部
・北陸ＰＣ防雪技術協会
・北陸建設リサイクル協会
・新潟県融雪技術協会
・（財）新潟県建設技術センター
・北陸地質調査業協会
・（社）建設コンサルタンツ協会北陸支部
・（社）北陸建設弘済会

６）報告技術のテーマ
①雪に強い地域づくり

(克雪対策、冬期道路交通の安全確保・安全性に関する新技術等)
②良いものを安く

(生産性向上、コスト縮減、省力化に関する新技術等)
③自然災害からの安全確保

(危機管理、土石流などの防災に関する新技術等)
④環境の保全と創造

(建設副産物、リサイクル、省エネルギーに関する新技術等)
⑤ゆとりと福祉

(情報化、バリアフリーに関する新技術等)
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２．実施内容
　１）平成14年度｢建設技術報告会｣報告技術一覧表

機　関　名 番  号 報　文　題　名 テーマ 会　社　名

富山県 1 富山県土砂災害情報システム（ＳＡＢＯＮＡ）について ③ 富山県

(社)富山県建設業協会 2 河川改修とイタセンパラの共存 ④
富山県ビオトープ研究会
(三久建設㈱)

(社)石川県建設業協会 3
交通振動低減のため防振ゴムを敷設する工法
「ＭＢＭ工法」

⑤ 真柄建設㈱

4 地下水流動阻害対策としての両面型壁内井戸工法 ④ 清水建設㈱

5 新潟大堰戸当り修繕工事の施工実績について ① 鹿島建設㈱

6 NDR工法(水中橋脚耐震補強のための仮締切工法) ② 五洋建設㈱

7 底泥置換覆砂工法の開発 ④ 大成建設㈱

8 桟橋のプレキャスト施工技術 ② 佐伯建設工業㈱

9 新しい廃棄物最終処分場システムの紹介 ④ ㈱大林組

10 高濃度薄層浚渫装置による湖沼浚渫について ④ ㈱本間組

11 小倉ダムに於けるコア・フィルタ転圧管理システムについて ② ㈱フジタ 小倉作業所

12 自然循環方式水処理システム ④ 鉄建建設㈱

13 表面処理型機能性舗装　ＲＡペーブ ① 大林道路㈱

14 凍結抑制舗装『ザペック工法タイプＧ』 ① 世紀東急工業㈱

15 性能規定（低騒音）対応舗装の汎用化へのアプローチ ② 北川ヒューテック㈱

16 車道用半たわみ系保水性舗装｢クールロード｣について ④ 大成ロテック㈱

17 ＳＳＲＤマット（舗装補強型防水マット） ② 飛島道路㈱

18 性能規定発注方式における排水性舗装の施工事例 ② 前田道路㈱

19 環境に配慮した高性能乳剤について ④ 福田道路㈱

20 -冬期間路面管理に即応する舗装-表面排水性舗装｢スーパーエスマック｣ ① 日本鋪道㈱

21 自走式土質改良機による建設発生土の現場内利用 ④ コマツ

22 乳剤散布装置付アスファルトフィニッシャによる高機能舗装 ② 新キャタピラー三菱㈱

23 地下空間浸水防止施設の開発 ③ 豊国工業㈱

24 アフタークーラ付きポータブルエアコンプレッサ PDS-Cタイプ ① 北越工業㈱

北陸土木コンクリート製品技術協会 25 電線共同溝の標準化について ⑤ 新和コンクリート工業㈱

(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ協会　北陸支部 26 吊床版構造を応用したＰＣ曲弦トラス橋の建設 ② 住友建設㈱

北陸ＰＣ防雪技術協会 27 雪崩および落石の数値シミュレーションについて ③ 東京コンサルタンツ㈱

北陸建設リサイクル協会 28 移動式フォームドプラントにより強化路盤を構築するＳＫＰ工法 ④ 鹿島道路㈱

新潟県融雪技術協会 29 道路消雪井戸の点検修繕効率化技術の開発 ② ㈱興和

北陸地質調査業協会 30 景観及び自然斜面特性を考慮した新しい斜面安定工法について ③ ダイチ㈱

(社)建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会　北陸支部 31 岩盤斜面のくさび崩壊メカニズムと対策工法 ③ 日本工営㈱

１３機関

テーマ別　応募数

テーマ 応募数

①雪に強い地域づくり 5

②良いものを安く 9

③自然災害からの安全確保 5

④環境の保全と創造 10

３１技術

(社)日本土木工業協会　北陸支部

(社)日本道路建設業協会　北陸支部

(社)日本建設機械化協会　北陸支部
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２．実施内容
　１）平成14年度｢建設技術報告会｣報告技術一覧表

機　関　名 番  号 報　文　題　名 テーマ 会　社　名

⑤ゆとりと福祉 2

合計 31

  2



２）平成14年度　建設技術報告会聴講者(実績)

第一会場 第二会場 第一会場 第二会場

国土交通省 北陸地方整備局 50 33 83 33 27 60

他地方整備局 5 7 12 5 4 9

自治体関係 新潟県 - - 0 4 4 8

新潟県　市町村 7 4 11 9 5 14

富山県 3 9 12 3 7 10

富山県　市町村 17 21 38 16 18 34

石川県 1 1 2 1 1 2

石川県　市町村 3 3 6 2 3 5

長野県 5 3 5 3

福島県 1 3 1 3

岐阜県 2 2 1 1

日本道路公団 日本道路公団  北陸支社 5 0 3 0

99 86 83 76

協会等：主催 (社)新潟県建設業協会 10 18 8 17

(社)富山県建設業協会 50 73 35 44

(社)石川県建設業協会 13 5 11 3

(社)日本土木工業協会 23 30 22 23

(社)日本道路建設業協会 96 10 83 7

(社)日本建設機械化協会 18 26 12 20

北陸土木コンクリート製品技術協会 7 4 6 4

(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会 11 1 9 1

北陸ＰＣ防雪技術協会 7 0 7 0

北陸建設リサイクル協会 0 0 0 0

新潟県融雪技術協会 8 0 7 0

(財)新潟県建設技術センター 1 0 1 0

北陸地質調査業協会 14 65 8 38

(社)建設コンサルタンツ協会 12 15 7 11

(社)北陸建設弘済会 4 4 4 2

274 251 220 170

協会等：その他 (社)日本埋立浚渫協会 1 6 2 5

(社)日本測量協会 - - 0 0

(社)建設電気技術協会 4 20 1 15

(財)先端建設技術センター 4 1 3 0

(財)河川情報センター - - 0 0

(社)雪センター 北陸支部 1 - 1 0

(財)道路保全技術センター - - 0 0

(財)ダム技術センター - - 0 0

(財)ダム水源池環境整備センター - - 0 0

(財)リバーフロント整備センター - - 0 0

(財)砂防地すべり技術センター - - 0 0

(財)日本建設情報総合センター - - 0 0

(財)経済調査会 北陸支部 - - 0 0

(財)国土開発研究センター - - 0 0

一般（加入協会不明を含む） 28 18 16 8

38 45 23 28

学校 - - 0 0

報道 - - 5 0

発表者 16 15 16 15

16 15 21 15

99 86 83 76

328 311 264 213

427 397 347 289

（民　  間　合計）

（官 公 庁　合計）

合計

7

18

6

小計

0

7

1

受付人数(実績)

計

4

46

69

10

44

7

機関名 事前申込人数

4

小計

小計

8

8

4

5

8

22

90

79

2

小計

0

0

159

1

0

0

0

24

0

16

3

0

32

3

10

0

7

0

36

477

159

25

14

45

0

計

95

11

50

636

390

51

31

0

5

53

106

44

11

185

28

123

18

1

79

27

8

12

7

0

8

5

0

1

0

525

7

0

24

824

0

31

31

185

0

0

聴 講 者 数

83

0

639

0

0

0

46

0

0
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３）プログラム
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３．準備及び運営

１）実行委員会名簿

役  員 所属 役職 氏名

委員長 北陸地方整備局 北陸技術事務所 事務所長 柳沢　今朝次郎

委  員 北陸地方整備局 企画部 技術管理課長補佐 山之内　哲也

委員・
会計監査

新潟県 土木部 技術管理課 土木工事検査監 高山　渉

委  員 富山県 土木部 企画用地課 技術管理係長 酒徳　鋼一

委  員 石川県 土木部 技術管理課 課長補佐 金谷　信治

委  員 日本道路公団北陸支社 建設部 工務課 課長代理 中沢　寿幸

委  員 (社)新潟県建設業協会
技術部長
契約制度室長

圓山  文史朗

委  員 (社)富山県建設業協会 参事 木田　昭司

委  員 (社)石川県建設業協会 常務理事 金谷  進

委  員 (社)日本土木工業協会北陸支部 技術委員長 野間  一三

委  員 (社)日本道路建設業協会北陸支部 幹事長 喜綿  洋二

委  員 (社)日本建設機械化協会北陸支部 総務委員 内山  和夫

委  員 北陸土木コンクリート製品技術協会 専務理事 柴田  勝太

委  員 (社)プレストレスト・コンクリート建設業協会北陸支部 事務局長 滝沢  俊次

委  員 北陸ＰＣ防雪技術協会 事務局長 村田  佳久

委  員 北陸建設リサイクル協会 業務安全委員長 舟田  敏

委  員 新潟県融雪技術協会 技術委員長 小松崎  通雄

委  員 (財)新潟県建設技術センター 参事 吉田  敦

委  員 北陸地質調査業協会 事務局長 島田  勝英

委  員 (社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 広報委員長 五十嵐  英輝

委  員 (社)北陸建設弘済会 理事・事業調査室長 内山  宏文
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２）主な経緯

会 議 名 日  程 場所

北陸地方建設事業
推進協議会運営委
員会

H14年 3月 5日(火) 万代荘

第一回実行委員会 H14年 4月16日(火) 万代荘

第二回実行委員会 H14年 7月 3日(水) 万代荘

｢平成14年度建設
技術報告会｣開催

H14年10月17日(木)
ボルファート
とやま

第三回実行委員会 H15年 2月12日(水) 万代荘

３）当日の運営体制

スタッフの役割
国土

交通省
富山県

富山県
建協

土工協 道建協 機械協

受付 4 2 2 2 2

発表会司会 2 1 1

時間管理係 (2)

パソコン係 (2)

マイク受渡し係 (1) (1) (1) (1)

会場照明係 1 (1) (1)

開会式・記念講演
司会

1

VIP案内
マスコミ対応

1

連絡調整係 3

接遇係 1

写真係 1 (1)

閉会式司会 (1)

10 4 2 3 3 2

注１）  (  )は他の役割と重複
    2)  上記数値は途中交代した員数を含む。

講演者等を控室へ案内する。
マスコミ対応は適宜対応する。

質疑応答時、質問者へマイクの受
渡しを行う。

合計 24

受付・会場等の連絡調整

控室で講演者等の接遇

開催状況等の写真撮影。

計

司会進行を行う。

聴講者及び発表者の受付を行う。

進行シナリオ等に基づき、発表の進
行を行う。

発表時間の管理を行う。

発表時の使用器材の管理及びトラ
ブル対応等

会場照度の調整及び質問者への
マイク受渡し。

司会進行を行う。

業務内容

内    容

「平成14年度建設技術報告会｣をH14年10月17
日に実施決定。

実施計画(案)の承認
予算(案)の承認
報文募集開始

報告技術の選定について承認
報告会運営計画について承認
広報計画について承認

実施状況報告
会計決算報告
会計監査報告
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４）運営スケジュール

　

1月 2月

実施状況とりまとめ・次回開催検討

名簿提出
≪各機関毎≫

データ(PP)作動確認
≪事務局≫

「北陸の建設技術」掲載
≪事務局≫

9月

記者クラブ・業界紙
≪事務局≫

報文原稿・講演資料作成
≪講師≫

主な決定事項等
（実行委員会）

「建設技術報告会」開催

広報投込み・掲載

講師選定
≪事務局・委員会≫

記念講演

12月11月10月8月

・報告技術の承認
・ポスター(案)の承認

・実施計画(案)の承認
・予算(案)の承認
・募集要領(案)の承認

月

事　項

実行委員会開催
≪委員会・事務局≫

採否通知送付
≪事務局≫

発表課題選定
≪委員会・事務局≫

7月6月

ポスター

5月4月3月

データ(PP)提出
≪発表者≫

本原稿提出
≪発表者≫

編集
≪事務局≫

校正・印刷
≪事務局≫

報文集

報文募集・申込み(概要版原稿）
≪各機関毎≫

・決算(案)の承認
・実施状況報告

プログラム

プレゼンテーション

原稿作成・印刷
≪事務局≫

各係作業内容作成・発送
≪事務局≫

運営スタッフ

ホームページ原稿作成・公開
≪事務局≫

聴講者募集
≪各機関毎≫

図案作成・承認
≪事務局・委員会≫

校正・印刷
≪事務局≫

日程確認・依頼

公開原稿作成

報文原稿作成 講演用資料作成

4/17 6/10

7/3

7/10

7/10 9/10

9/12

9/309/12

7/10 9/20

9/9 10/4

図案作成 7/3

7/3 8/19

8/5 9/26

7/3 8/30

8/19 10/3

9/2 9/30

8/27
10/17

● 9/10

● 9/19

4/17 7/3

7/10
8/23

10/15

◎ 10/17

10/18 1/20

② 7/3① 4/16○ 3/5
推進協運営委員会

③ 2/12
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9

●会場二階平面図

５）会場レイアウト

●会場三階平面図

●会場四階平面図

第一会場

第二会場

瑪瑙の間

事務局控

W.C

W.C

EVEV

受 付

琥珀の間

珊瑚の間

ｱﾝｹｰﾄ･質問用紙回収所

ｱﾝｹｰﾄ･質問用紙回収所

EV

パンフレット
設置所

W.C

W.C

EVEVEV

エ
メ
ラ
ル
ド

来
賓
控

W.C

W.C

EVEVEV

開会式･記念講演会場
ボルファートホール

協会
一般

発表者
報道
官公庁

受付

受付

報告会場へ報告会場へ(４階４階)報告会場へ(４階)
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演目垂れ演目垂れ演目垂れ

演台(小)

マイク

会場行燈

バック幕

横看板横看板横看板

スクリーンスクリーンスクリーン

　・聴講者席・・・５４７席

司会

通用口通用口

来賓席

総座席数・・・５５３席
出入口

●開会･記念講演(ボルファートホール)平面図

　・来賓者席・・・６席

ＯＨＣ演台(大)

マイク

プロジェクタープロジェクタープロジェクター

　開会時(9:30～9:40)
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機器操作卓

会場行燈

プロジェクタープロジェクタープロジェクター

演台演台演台

発表者席発表者席発表者席
0:00'00'00

0:00'00'00
0:00'00'00

スクリーンスクリーンスクリーン

発表者控え席発表者控え席発表者控え席

パソコン係パソコン係パソコン係

PC

会場照明係会場照明係会場照明係

時間管理係

マイク受渡係

　報告会時(9:50～16:50)

　・聴講者席・・・３６０席

　・発表者席・・・４席

　・発表者控え席・・・４席

総座席数・・・３７５席

　・運営スタッフ席・・・７席
司会係・・・２席
時間管理係・・・１席
パソコン係・・・１席
マイク受渡係・・・２席
会場照明係・・・１席

：有線マイク（３）

：呼び鈴（１）
0:00'00'00

0:00'00'00
0:00'00'00

：ストップウォッチ（１）

：ワイヤレスマイク（２）

横看板横看板横看板

出入口

●第一会場(琥珀の間)平面図

司会係

司会者席
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会場照明係会場照明係会場照明係会場照明係会場照明係会場照明係会場照明係

プロジェクタープロジェクタープロジェクター

発表者席発表者席発表者席

演台演台演台

スクリーンスクリーンスクリーン

出
入
口

マイク受渡係マイク受渡係マイク受渡係

パソコン係パソコン係パソコン係

PC

0:00'00'00

0:00'00'00
0:00'00'00

マイク受渡係マイク受渡係マイク受渡係

時間管理係

司会係

司会者席

機器操作卓

会場行燈

発表者控え席発表者控え席発表者控え席

　・聴講者席・・・２１０席

　・発表者席・・・４席

　・発表者控え席・・・４席

総座席数・・・２２５席

　・運営スタッフ席・・・７席
司会係・・・２席
時間管理係・・・１席
パソコン係・・・１席
マイク受渡係・・・２席
会場照明係・・・１席

：ワイヤレスマイク（２）

：呼び鈴（１）

：ストップウォッチ（１）
0:00'00'00

0:00'00'00
0:00'00'00

：有線マイク（３）

　報告会(9:50～16:50)

●第二会場(珊瑚の間)平面図
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ご
自
由
に

お
取
り
下
さ
い

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

　
　
　
　

回
収
箱

アンケート質問用紙回収箱

質
問
用
紙
回
収
箱

質問用紙回収箱

ア
ン
ケ
ー
ト
・

質
問
用
紙
回
収
所

協
会･

　

一
般
受
付

発
表
者･

報
道

　

官
公
庁
受
付

第二会場へ第一会場へ

発
表
者･

報
道

　

官
公
庁
受
付

協
会
・

　
　

一
般
受
付

●受付配置図

　◇二階ロビー(9:00～10:30)

　◇四階ロビー(10:30～17:00)

●パンフレット設置所

　◇四階受付脇（１箇所）

※テーブルにクロス有り

●アンケート・質問用紙回収所

　◇第一会場・第二会場出入口脇（各１箇所）

※テーブルにクロス無し

※テーブルにクロス無し

官
公
庁
受
付

発
表
者･

　
　

報
道
受
付

ホールへ

官
公
庁
受
付

官
公
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受
付
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報
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受
付

ホールへ
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・
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付
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・
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・

　
　

一
般
受
付

協
会
・

　
　

一
般
受
付

協
会
・

　

一
般
受
付

協
会
・
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付



４．広報

１）広報実施内容

手 法 依頼時期 広報実績 備考

１ ポスター ２,４５０部 8/21(火)発送 関係機関 縦=593㎜､横=420㎜
(Ａ2版)

２ 月刊誌等 ほっと＊ほくりく ８月号掲載
実業之富山 ９月号掲載
北技情報 ９月号掲載
北陸の建設技術 ９月号掲載
北陸だより №18号掲載

３ 記者クラブ投込み 新潟・富山・石川・ 9/19(木)
福井・長野・福島・
山形・岐阜

４ 業界紙投込み 日刊建設通信新聞社 9/19(木) ９/４号掲載
日刊建設工業新聞社 〃 10/18号掲載
中部建設新聞社 〃 10/18号掲載
富山県市町村新聞 〃 10/18号掲載
日刊工業新聞 〃 10/18号掲載
日本工業経済新聞社 〃
建設ジャーナル 〃
実業建設新報社 〃
日刊建設産業新聞社 〃
北陸工業新聞社

５ ホームページ 北陸技術事務所 9/25～10/11

２）機関誌・新聞記事等

○月刊誌

北陸地方建設事業推進協議会 北陸技術事務所

「北陸の建設技術 ９月号」 「北技情報 ９月号」
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(社)日本道路建設業協会 (社)日本道路建設業協会

｢北陸だより 18号｣ ｢北陸だより 19号｣

(社)北陸建設弘済会

「ほっと＊ほくりく ８月号」

｢実業之富山 ９月号｣
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○投込資料
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○新聞記事

日刊建設通信新聞 H14年 9 月 4 日 中部建設新聞 H14年10月18日

富山新聞 H14年10月18日
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日刊建設工業新聞 H14年10月18日

日刊工業新聞 H14年10月18日



○ホームページ

北陸技術事務所(開催案内)
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北陸技術事務所(開催報告)
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プログラム(Ａ３版両面)
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質問用紙(Ａ４版片面) 報文集(Ａ４版 １４０頁)

ポスター(Ａ２版)
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５．アンケート

１）アンケート内容

表 裏

２）アンケート回収率

(１)アンケート回答数

官公庁 民間 計

アンケート配布数 151 441 592

回答数 75 193 268

回答率(％) 49.7％ 43.8％ 45.3％
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６．開催状況写真

開会挨拶 記念講演
北陸地方整備局 企画部長 的場 純一 富山県立大学短期大学部助教授 高橋 剛一郎 氏

記念講演聴講状況 第一会場発表状況

第一会場聴講状況 第一会場質疑応答

第二会場発表状況 第二会場聴講状況
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第二会場質疑応答 閉会挨拶 ｢建設技術報告会｣実行委員長
柳沢 今朝次郎(北陸技術事務所長)

２Ｆロビー 受付状況 ２Ｆロビー 受付状況

４Ｆロビー 受付状況 第一会場脇アンケート回収状況

第二会場脇 アンケート回収状況 入館状況
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